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令和７年度健康づくり及び食育の推進に関する取組状況について 

 

1. 調査目的 

健康づくり及び食育の推進に関する取組状況について把握するため。 

2. 調査対象 

健康づくり及び食育事業を実施している関係各課 

3. 評価について 

① 評価基準 

 

② 評価結果 

 

※健康づくりと食育で重複している事業は食育で計上 

※第 2次計画の開始に伴い、令和 6年度から集計方法を変更。そのため、令和 5年度以前との単 

純比較はできない。 

 

4. 考察 

健康づくり・食育を合わせた評価結果は、「評価 3」（できている）が 95 事業（70.4％）、「評価 2」

（できているものの十分ではない）が 40 事業（29.6％）、「評価 1」（できなかった）は 0 事業という

結果であった。令和 6 年度と比較すると、「評価 3」の事業数は 83 事業から 95 事業へ 12 事業増加

し、「評価 2」は 51 事業から 40 事業へ 11 事業減少した。また、健康づくり分野の「評価 3」が 36

事業から 42 事業へ 6 事業増加、食育分野の「評価 3」が 47 事業から 53 事業へ 6 事業増加してお

り、両分野において取組の充実が図られている。 

「評価 3」の事業数が増加した要因としては、健康相談や健康づくり事業における普及啓発機会の

拡充、適塩推進事業における教育・啓発活動の充実、介護予防事業における参加促進及び自主的な活

動への支援など、各事業において着実な取組の推進が図られたことによるものと考えられる。 

今後も、生活習慣病予防や食育等の取組を推進するとともに、妊娠・出産期から高齢期まで、ライ

フステージに応じた切れ目のない健康づくりを推進していく。 

評価 【できなかった＝1，できているものの十分ではない＝2，できている＝3】 

健康づくり R4 R5 R6 R7 

健康づくり・3（できている） 44 45 36 42 

健康づくり・2（できているものの十分ではない） 48 46 43 37 

健康づくり・1（できなかった） 0 0 0 0 

健康づくり事業数（計） 92 91 79 79 

食育 R4 R5 R6 R7 

食育・3（できている） 35 40 47 53 

食育・2（できているものの十分ではない） 7 3 8 3 

食育・1（できなかった） 7 6 2 0 

食育事業数（計） 49 49 57 56 
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宇治市健康づくり・食育推進計画（第２次）に係る行政の取組
R8年度新規事業（1/32）
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1 ● ● 給食運営事業

中学校における完
全給食を実施し、
学校給食の実施目
標である、適切な
栄養の摂取による
健康の保持増進を
図ること等の達成
に引き続き務め
る。

●
学校管
理課

未実施

給食実施回
数174回程
度/年
生徒数
4,030人

2 ● ●
中学校給食行
事献立

食に関する指導の
教材とするため計
画に即して献立を
作成し、引き続き
行事食を取り入れ
ることにより、食
文化に関心をもた
せたり、地元産物
の使用により 郷土
への理解を深める
よう努める。

●
学校管
理課

未実施

随時・給食
時間
【参加者
数】4,030
人

3 ● ●
中学校給食食
育の日献立

食に関する指導の
教材とするため計
画に即して献立を
作成し、引き続き
月1回（毎月19日）
を食育の日として
特別献立を実施す
る。

●
学校管
理課

未実施

随時・給食
時間
【参加者
数】4,030
人

令和7年度評価対象者

担当課
令和7年度

実績
令和8年度
事業予定

No.

健康づくり重点課題

事業名 事業概要
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宇治市健康づくり・食育推進計画（第２次）に係る行政の取組
R7年度 市長公室長　総務・市民協働部（2/32）
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内容

1 ● ● ● ● ● ●
コミュニティ
カフェうじ

「食」の提供を通
じて、人と人のつ
ながりをはぐくむ
場とするため、市
民と協働し喫茶の
運営をおこなう。

● ● ● ● ● ● ●

職員厚
生課
障害福
祉課
長寿生
きがい
課
市民協
働推進
課

月～水
みっくすは
あつ・ゆめ
ハウスによ
る飲食の提
供
木・金　と
もいきカ
フェ遊々に
よる飲食の
提供

月～水
みっくすは
あつ・ゆめ
ハウスによ
る飲食の提

供
木・金　と
もいきカ

フェ遊々に
よる飲食の

提供
（R7.12終

了）

月～水
みっくすは
あつ・ゆめ
ハウスによ
る飲食の提
供
木・金
地域活動団
体により日
替わりで飲
食の提供

3

高齢者の生きが
い・居場所づくり
や障害のある人の
社会参加等を目的
とした団体が喫茶
を運営できた。

2 ● ● ●
ふれあいセン
ター運営事業

ふれあいセンター
は、市民のうるお
いある地域社会づ
くりに寄与するこ
とを目的とした施
設で、貸館を通し
て健康づくりを含
む様々な市民活動
の場を提供する。

● ● ● ● ●

市民協
働推進
課

利用件数：
1,092件
利用人数：
10,073人

利用件数：
1,148件
利用人数：
9,889人

実施 3

菟道ふれあいセン
ターでは、芝生エ
リア・クローバー
畑の開放と貸館業
務を行った。ま
た、中宇治地域市
民協働推進拠点の
整備に向けたトラ
イアル事業を実施
し、市内事業者・
団体による様々な
イベントが行わ
れ、子どもをはじ
めとする多世代の
交流が生まれた。

3 ● ● ● ●

コミュニティ
センター運営
事業

コミュニティセン
ターは、市民相互
の交流と地域活動
の振興に資すると
ともに、市民文化
の向上及び福祉の
増進に寄与するこ
とを目的とした施
設で、貸館を通し
て健康づくりを含
む様々な市民活動
の場を提供する。

● ● ● ● ●

市民協
働推進
課

利用件数：
11,682件
利用人数：
117,941人

利用件数：
11,631件
利用人数：
116,579人

実施 3

市内４か所に設置
された地域活動の
拠点施設として貸
館業務を行い、市
民相互の交流と地
域活動の振興、福
祉の増進、市民文
化の向上を図っ
た。

4 ● ● ●
消費生活市民
講座

自ら考え判断でき
る「自立した消費
者」を育成するた
めの講座を実施す
る。

● ● ● ● ● ● ●

市民協
働推進
課

令和6年10
月1日実施

令和7年11
月11日実施

実施予定
令和8年11

月
3

講座のテーマにあ
わせて、講師から
専門的な情報や注
意点などをわかり
やすく解説しても
らい、あらゆる世
代に向けた消費者
トラブル防止の啓
発に取り組むこと
ができた。

5 ● ● ●
消費者月間ロ
ビー展示

悪質商法や食生活
に関する啓発展
示。食生活改善推
進員「若葉の
会」、新日本婦人
の会などの消費者
団体連絡会との共
催による。

● ● ● ● ● ● ●

市民協
働推進
課

令和6年5月
20～24日

令和7年5月
19～23日

実施予定
令和8年5月
18～22日

3

令和7年5月19日～
23日の間に展示を
実施（参加230人）
し、消費者庁が示
すテーマに応じ、
SNSでの詐欺的トラ
ブルの紹介や注意
点などを多くの市
民へ周知すること
ができた。

令和7年度評価

令和7年度
実績

令和8年度
事業予定

令和6年度
実績事業名 事業概要No. 担当課

対象者重点課題 健康づくり
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宇治市健康づくり・食育推進計画（第２次）に係る行政の取組
R7年度 産業観光部（3/32）
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1 ● ● ●
合唱団活動事
業

「宇治市少年少女
合唱団」活動を通
じて、情操豊かな
子どもを育成する
とともに音楽文化
活動の推進を図
る。

●

文化ス
ポーツ
課

団員数 22
人

団員数
19人

実施予定 2

合唱団活動に取り
組むことにより、
小・中学生の文化
意識及び協調性な
どを育てることが
できた。

2 ● ●
市民文化芸術
祭開催事業

市民文化活動の振
興を図るため、市
民参加による文化
芸術祭を開催す
る。

● ● ● ● ●

文化ス
ポーツ
課

【市民文
化芸術
祭】
参加者
数：749人
来場者
数：4,496
人
同参加事
業
参加者総
数：402人
来場者総
数：2,143
人

【市民文
化芸術
祭】
参加者総
数：1,087
人
来場者総
数：6,935
人

実施予定 2

令和6年度より新
たな取組みとし
て、プレコンサー
トを実施するなど
事前広報に努めた
他、参加者体験型
事業やクイズラ
リーを実施したこ
とで、前年度より
来場者が増加し
た。

3 ● ●
スポーツ教室
開催事業

市民にスポーツの
場を提供し、ス
ポーツ・レクリ
エーションの実践
を通じて市民相互
の交流を促進し、
健康・体力づくり
を図るため、各種
のスポーツ教室や
ニュースポーツひ
ろばを開催する。

● ● ● ● ●

文化ス
ポーツ
課

【ニュー
スポーツ
ひろば】
市主催
1,128人
体振主催
1,176人
※市主催
分全30回
実施
【教室】
ニュース
ポーツひ
ろばに統
合し実施

【ニュー
スポーツ
ひろば】
市主催
1,217人
体振主催
1,221人
※市主催
分全31回
実施
【教室】
ニュース
ポーツひ
ろばに統
合し実施

実施予定 2

市主催のニュース
ポーツひろば内に
おいて、親子で楽
しめるイベントを
開催する等、ス
ポーツを開始する
機会づくりだけで
なく、子育て世代
同士のつながりづ
くりの促進にも貢
献した。

4 ● ● 各種大会事業

市内すべての地域
において、子ども
から高齢者、障害
者のすべての市民
に対して、豊かな
スポーツ環境づく
りに取り組み、生
涯スポーツ社会の
実現を目指す。

● ● ● ● ●

文化ス
ポーツ
課

・市長杯
6,903人
・障害者
スポーツ
大会　342
人
・宇治川
マラソン
1,834人参
加

・市長杯
6,718人
・障害者
スポーツ
大会　323
人
・宇治川
マラソン
2,796人参
加

実施予定 2

参加しやすいよう
広報等を工夫し、
参加者数は増加
し、多くの市民の
方の身体機能の向
上を図ることがで
きた。
一方、役員の高齢
化が課題であり、
役員の負担の少な
い新たな形の運営
方法の検討等が求
められている。

5 ● ● 各種大会事業

市内すべての地域
において、子ども
から高齢者、障害
者のすべての市民
に対して、豊かな
スポーツ環境づく
りに取り組み、生
涯スポーツ社会の
実現を目指す。

● ● ● ● ●

文化ス
ポーツ
課

・スポー
ツ少年団
登録者数
1,056人
・体振連
27,776世
帯加盟

・スポー
ツ少年団
登録者数
1,108人
・体振連
24,239世
帯加盟

実施予定 2

多くの市民の方に
身体機能の向上を
図れる場を提供で
きた。
一方、活動人数は
減少傾向にあり、
活動に係る負担が
少ない新たな形の
活動方法の検討等
が求められてい
る。

令和7年度評価

令和7年度
実績

担当課
令和8年度
事業予定

重点課題 健康づくり

令和6年度
実績事業概要

対象者

No. 事業名
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宇治市健康づくり・食育推進計画（第２次）に係る行政の取組
R7年度 産業観光部（4/32）
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令和7年度評価

令和7年度
実績

担当課
令和8年度
事業予定

重点課題 健康づくり

令和6年度
実績事業概要

対象者

No. 事業名

6 ● ●
スポーツ大会
開催事業

スポーツ・レクリ
エーション活動に
よる市民相互の交
流を促進し、健康
の保持と体力の向
上及び競技力の向
上を図るため各種
のスポーツ大会を
開催する。

● ● ● ● ●

文化ス
ポーツ
課

・市民駅
伝142人
・ファミ
リーバド
ミントン
大会53人
・市民総
体7,327人

・市民駅
伝140人
・ファミ
リーバド
ミントン
大会75人
・市民総
体7,472人

実施予定 2

スポーツを通じて
交流を深めながら
健康増進が図れる
場の提供等、市民
ニーズに応じたイ
ベントの運営がで
きた。

7 ● ●
スポーツ大会
開催事業

スポーツ・レクリ
エーション活動に
よる市民相互の交
流を促進し、健康
の保持と体力の向
上及び競技力の向
上を図るため各種
のスポーツ大会を
開催する。

● ● ● ● ●

文化ス
ポーツ
課

・スポーツ
まつり
13,000人参
加
・Ujiこど
もスポーツ
フェスタ延
べ1,436人
参加
・多世代ス
ポーツ交流
フェスティ
バル延
2,345人参
加

・スポーツ
まつり
15,000人参
加
・Ujiこど
もスポーツ
フェスタ延
べ1,864人
参加
・多世代ス
ポーツ交流
フェスティ
バル延べ
1,834人参
加

実施予定 2

幅広い世代が交流
しながら健康増進
が図れる場の提供
等、市民ニーズに
応じたイベントの
運営ができた。

8 ● ● 山城マルシェ

京都府山城広域振
興局等との共催に
より地元農家等に
よる農産物・加工
品の直売会を開催
する。

● ● ● ● ● ● ●
農林茶
業課

７回開催 ７回開催
７回開催
予定

3

消費者に地元産の
農産物等を直接届
け地産地消を促進
することができ
た。

9 ● ● ●

宇治茶普及宣
伝事業
（市民茶摘み
のつどい）

宇治市の伝統産業
であり特産である
宇治茶の普及啓発
を図る。
市民に茶摘みを体
験してもらい、新
茶での接待を行
う。

● ● ● ● ● ● ●
農林茶
業課

5月12日
(日）実施
【参加上
限】200人
事前申込
制、50名
×4部入替
制

5月11日
(日）実施
【参加上
限】200人
事前申込
制、50名
×4部入替
制

5月10日
(日）実施
予定
【参加上
限】200人
事前申込
制、50名
×4部入替
制

3

宇治茶の伝統的な
手摘みを体験して
もらうことで、市
内産宇治茶を広く
ＰＲすることがで
きた。

10 ● ● 宇治あぐりPR

　各生産組合や農
林業関係団体・機
関が、特産品の販
売や各種の企画等
を通じて、各種イ
ベント来場者に農
業や林業に対して
の親しみを持って
いただく機会とと
もに、市内産の農
産物品等の販売促
進を図る。
　人が集まってい
るイベントや場所
で宇治市農産物品
等をPRする。

● ● ● ● ● ● ●
農林茶
業課

各種イベ
ントに出
展

農業体験
を実施
各種イベ
ントに出
展

農業体験
を実施予
定
各種イベ
ントに出
展予定

3

農業者等が様々な
イベントに出展
し、市内外の消費
者へ市内産農産物
のＰＲを行った。
また、農業体験を
実施し、市民が農
業に親しむ機会を
設けることができ
た。

4



宇治市健康づくり・食育推進計画（第２次）に係る行政の取組
R7年度 産業観光部（5/32）

食育

肥
満
の
減
少

が
ん
死
亡
の
減
少

高
血
圧
の
予
防

つ
な
が
り

栄
養
･
食
生
活

運
動
・
身
体
活
動

休
養
･
睡
眠

飲
酒

喫
煙

歯
・
口
腔

健
康
行
動

が
ん

循
環
器
病

糖
尿
病

生
活
機
能

社
会
環
境

食
育

妊
娠
・
出
産
期

乳
幼
児
期

少
年
期

青
年
期

壮
年
前
期

壮
年
後
期

高
齢
期

評
価

内容

令和7年度評価

令和7年度
実績

担当課
令和8年度
事業予定

重点課題 健康づくり

令和6年度
実績事業概要

対象者

No. 事業名

11 ● ●

農業者×事業
者マッチング
フェア

農業者と飲食店・
食品業者等との
マッチングの機会
の提供や、マッチ
ングの成果のＰＲ
キャンペーンの実
施。

● ● ● ● ● ● ●

農林茶
業課産
業振興
課

１回開催 １回開催

未定（開
催に向け
て調整
中）

3

市内農業者と事業
者とのマッチング
商談会を開催する
ことにより、地産
地消の推進に繋が
る場を設けること
ができた。

12 ● ● ●
宇治十帖スタ
ンプラリー

源氏物語「宇治十
帖」の古跡を巡る
「宇治十帖コー
ス」を設定し、市
内の史跡や宇治の
自然を歩く。

● ● ● ● ● ● ●
観光振
興課

デジタル
スタンプ
ラリーを
実施。
踏破者数
7,113人
（内訳）
デジタル
4,458人
ウォーキ
ングマッ
プ2,655人

デジタル
スタンプ
ラリーを
実施。
踏破者数
8,362人
（内訳）
デジタル
5,214人
ウォーキ
ングマッ
プ3,148人

実施予定 3

紫式部ゆかりのま
ち宇治魅力発信プ
ロジェクトの一環
として実施。各ス
タンプスポットで
聴ける音声ガイド
機能でよりわかり
やすくPRした。Ｒ
８年度は、更なる
踏破者数の増加を
目指してＰＲを強
化する。

5



宇治市健康づくり・食育推進計画（第２次）に係る行政の取組
R7年度 人権環境部（6/32）

食育

肥
満
の
減
少

が
ん
死
亡
の
減
少

高
血
圧
の
予
防

つ
な
が
り

栄
養
･
食
生
活

運
動
・
身
体
活
動

休
養
･
睡
眠

飲
酒

喫
煙

歯
・
口
腔

健
康
行
動

が
ん

循
環
器
病

糖
尿
病

生
活
機
能

社
会
環
境

食
育

妊
娠
・
出
産
期

乳
幼
児
期

少
年
期

青
年
期

壮
年
前
期

壮
年
後
期

高
齢
期

評
価

内容

1 ●
女性のための
相談事業

こころやからだの
悩み、家族や職場
での人間関係な
ど、女性が抱えて
いる様々な問題に
関する相談に、女
性の相談員が応じ
ている。
1.一般相談（面接
相談・電話相談）
2.専門相談（法律
相談、こころとか
らだの相談、フェ
ミニスト・カウン
セリング）

● ● ● ●

男女共
同参画
課

●予約の
いらない
電話相談
●一般相
談
●専門相
談①フェ
ミニス
ト・カウ
ンセリン
グ
②法律相
談
③こころ
とからだ
の相談

●予約の
いらない
電話相談
●一般相
談
●専門相
談①フェ
ミニス
ト・カウ
ンセリン
グ
②法律相
談
③こころ
とからだ
の相談

前年度と
同様の内
容で実施
●予約の
いらない
電話相談
●一般相
談
●専門相
談①フェ
ミニス
ト・カウ
ンセリン
グ
②法律相
談

3

（件数内訳）

1.予約のいらない
電話相談 166件

2.一般相談 107件

3.専門相談 112件

2 ●
女性の健康支
援セミナー

「女性の健康週
間」に合わせ、女
性が生涯を通じて
健康で明るく充実
した日々を自立し
て過ごすことを支
援するため、セミ
ナーを実施する。

● ● ● ●

男女共
同参画
課

「教えて
Dr．今日
から「骨
活」～人
生１００
年時代、
丈夫な骨
は予防か
ら～」/井
上真理子
（池田産
婦人科医
院院長）

「しんどさ
をがまんし
なくていい
生き方」池
田裕美枝
（海と空ク
リニック京
都駅前院
長）・「こ
ころ」と
「からだ」
を整える日
替わり講座

実施予定 3

様々な役割を担う
ことが多く、自分
の事を後回しにし
がちな女性に、自
分の心とからだに
向き合っていただ
く機会づくりがで
きた。

3 ●
男性のための
相談事業

こころやからだの
悩み、家族や職場
での人間関係な
ど、男性が抱えて
いる様々な問題に
関する相談に、男
性相談員が応じて
いる。（電話相
談）

● ● ● ●

男女共
同参画
課

毎月第３
金曜日
18：00～
20：00

毎月第３
金曜日
18：00～
20：00

前年度と
同様の内
容で実施
毎月第３
金曜日
18：00～
20：00

3
毎回数名の相談が
あり、事業として
の需要がある。

4 ● ●
エコットクッ
キング教室

食に関連した地球
温暖化対策を啓発
するため、旬の食
材の使用、保温調
理、生ごみの堆肥
化など環境に配慮
した買物、料理、
食事、片付けを学
びエネルギーの節
約や食品ロスの削
減などの意識を高
めるためのクッキ
ング教室（ecoｯﾄ宇
治への委託）

● ● ● ●
環境企
画課

1回実施 1回実施
実施予定
なし。

3

余熱を利用した調
理方法を学ぶ調理
教室を１回実施。
調理実習や学習の
時間を通じて防災
や省エネへの意識
が高まった。

5 ● ●
フードマイ
レージ講習会

食物の輸送に伴う
ＣＯ２排出量
（フードマイレー
ジ）に着目し、地
産地消などの啓発
を行う。主に、市
立小学校や市民
サークルなどから
依頼を受けて実施
する。
※26年度からは
ecoット宇治への委
託となる。

● ● ● ● ●
環境企
画課

1回実施

要望が無
かったた
め実施し
ていな
い。

要望があ
れば実
施。

令和7年度
実績

令和8年度
事業予定

令和6年度
実績

令和7年度評価

No. 担当課事業名

重点課題 健康づくり

事業概要

対象者

6



宇治市健康づくり・食育推進計画（第２次）に係る行政の取組
R7年度 人権環境部（7/32）

食育

肥
満
の
減
少

が
ん
死
亡
の
減
少

高
血
圧
の
予
防

つ
な
が
り

栄
養
･
食
生
活

運
動
・
身
体
活
動

休
養
･
睡
眠

飲
酒

喫
煙

歯
・
口
腔

健
康
行
動

が
ん

循
環
器
病

糖
尿
病

生
活
機
能

社
会
環
境

食
育

妊
娠
・
出
産
期

乳
幼
児
期

少
年
期

青
年
期

壮
年
前
期

壮
年
後
期

高
齢
期

評
価

内容

令和7年度
実績

令和8年度
事業予定

令和6年度
実績

令和7年度評価

No. 担当課事業名

重点課題 健康づくり

事業概要

対象者

6 ● ●
旬の野菜収穫
体験

野菜の収穫体験、
地元の農業の話を
通じて地球温暖化
や地産地消につい
て学ぶ

●
環境企
画課

食の環境
学習の一
環として1
回実施。
ecoット宇
治委託事
業。

実施して
いない。

R6年度単
年度事業
であり、
R8年度以
降実施予
定なし。

7



宇治市健康づくり・食育推進計画（第２次）に係る行政の取組
R7年度 福祉こども部（8/32）

食育

肥
満
の
減
少

が
ん
死
亡
の
減
少

高
血
圧
の
予
防

つ
な
が
り

栄
養
･
食
生
活

運
動
・
身
体
活
動

休
養
･
睡
眠

飲
酒

喫
煙

歯
・
口
腔

健
康
行
動

が
ん

循
環
器
病

糖
尿
病

生
活
機
能

社
会
環
境

食
育

妊
娠
・
出
産
期

乳
幼
児
期

少
年
期

青
年
期

壮
年
前
期

壮
年
後
期

高
齢
期

評
価

内容

1 ● ●
地域子育て支
援拠点事業

子育てを支援する
ため、子育て支援
センター等におい
て、情報提供や相
談、サークル育成
等を行うととも
に、親子が気軽に
集える広場を開設
し、関係機関や団
体とのネットワー
ク化を推進する。

● ● ●
こども
福祉課

57,725人

60,974人
（出張ひ
ろば含
む）

継続実施 3

昨年度より若干の
利用者数増とな
り、引き続き多く
の方にご利用いた
だけている。

2 ● ●
地域子育て支
援拠点事業

保健推進課の栄養
士が訪問し、ひろ
ばに来所した親子
に対し、食事等の
指導を実施

● ● ●
こども
福祉課

【実施回
数】10回
【参加者
数】64組
　
128名

【実施回
数】10回
【参加者
数】57組
　
121名

10回実施
予定

3

栄養士から一般的
な食育指導から個
別のケースに応じ
た相談対応を行
い、子育て中の保
護者の不安に寄り
添い個々に応じた
指導を実施するこ
とができた。

3 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
保育所児童健
康管理事業

入所児童の健やか
な成長を支援する
ため、入所児童に
対し、各種健康診
断や健康教室等を
実施している。又､
保護者に対して、
保育所参観や健康
だより等を通じ
て、子育てや健康
等の情報提供を
行っている。

● ● ● ●
保育支
援課

内科健診
18回/受診
率99.0%
歯科健診
14回/同
96.9%
歯の教室
25回
手洗い教
室25回
健康だよ
り11回
尿検査8回
/同96.4%
視力検査
26回/同

内科健診
18回/受診
率98.7%
歯科健診
14回/同
96.9%
歯の教室
25回
手洗い教
室24回
健康だよ
り11回
尿検査8回
/同96.5%
視力検査
26回/同

内科健診
18回
歯科健診
14回
歯の教室
25
回
手洗い教
室24回
健康だよ
り11回
尿検査8回
視力検査
20回

3

概ね予定通り実施
できた。前年度に
比べ、受診率は微
減した健診もある
が高水準を保てて
いる。

4 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

保育所運営事
業
【食講習会・
おたより】

食育推進にあた
り、保育所と家庭
は連携・協力をす
すめる必要があ
り、家庭における
食育の実践が広が
ることを目的に、
食に関する支援と
して、保護者に対
して、朝食の役割
等、食に関する情
報を保育所参観等
の機会に講習会を
実施したり、献立
表や食に関する情
報紙を提供する。

● ● ●
保育支
援課

14回
配布数：
各830枚

14回
配布数：
各800枚

14回
配布数：
各790枚

3
計画通り、実施で
きた。

5 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
保育所給食事
業

保育所給食事業
は、入所児に対し
て給食を通じた栄
養管理をもとに、
食事及び食環境に
関わる場をとおし
て、生涯にわた
り、健康で質の高
い生活を営む食に
関わる力の育成に
向け、その基礎を
培うことを目的と
する。

●
保育支
援課

対象者：
約830人
日数：292
日

対象者：
約800人
日数：291
日

対象者：
約790人
日数：290
日

3
計画通り、実施で
きた。

対象者

令和6年度
実績

令和7年度
実績

担当課No. 事業名 事業概要 令和8年度
事業予定

令和7年度評価重点課題 健康づくり

8



宇治市健康づくり・食育推進計画（第２次）に係る行政の取組
R7年度 福祉こども部（9/32）

食育

肥
満
の
減
少

が
ん
死
亡
の
減
少

高
血
圧
の
予
防

つ
な
が
り

栄
養
･
食
生
活

運
動
・
身
体
活
動

休
養
･
睡
眠

飲
酒

喫
煙

歯
・
口
腔

健
康
行
動

が
ん

循
環
器
病

糖
尿
病

生
活
機
能

社
会
環
境

食
育

妊
娠
・
出
産
期

乳
幼
児
期

少
年
期

青
年
期

壮
年
前
期

壮
年
後
期

高
齢
期

評
価

内容

対象者

令和6年度
実績

令和7年度
実績

担当課No. 事業名 事業概要 令和8年度
事業予定

令和7年度評価重点課題 健康づくり

6 ● ●

保育所地域活
動事業
【園庭開放
etc】

各保育所での、そ
れぞれの活動を通
して、高齢者との
交流、郷土文化の
伝承、異年齢児と
の交流等の事業を
実施する。
園庭開放：現状の
回数から増やして
いくことを検討
中。

●
保育支
援課

園庭開放
等
回数：42
回
利用者：
81組

園庭開放
等
回数：47
回
利用者：
116組

園庭開放
等
回数：47
回

3 概ね実施できた。

7 ● ●

保育所給食事
業（クッキン
グ保育)

保育所で収穫した
野菜などを使って
保育士らの助けを
得ながら調理し、
友達とともに食す
る。

●
保育支
援課

【参加者
数】
約830人

【参加者
数】
約800人

【参加者
数】
約790人

3
計画通り、実施で
きた。

8 ● ● ● ●

保育所給食事
業(栽培収
穫）

保育所の園庭で季
節の野菜の苗を植
え、水やりや生育
の観察をしながら
収穫をする。

●
保育支
援課

【参加者
数】
約830人

【参加者
数】
約800人

【参加者
数】
約790人

3

苗の栽培は計画通
り実施でき、給食
等にも活用できた
野菜もあったが、
猛暑の影響で夏野
菜やさつまいもが
不作となった。

9 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
保育所給食事
業　食育教室

5歳児には「炊飯の
仕方」「食事のマ
ナー」「朝食と食
べ物のはたらき」
「お箸の持ち方」
について実施。4歳
児には「お箸の持
ち方と食事のマ
ナー」について実
施。3歳児には「お
箸の持ち方」につ
いて実施。

●
保育支
援課

各園で実
施
【参加者
数】
５歳　約
180人
【参加者
数】
４歳　約
175人
【参加者
数】
３歳　約
165人

各園で実
施
【参加者
数】
5歳　約
175人
【参加者
数】
4歳　約
165人
【参加者
数】
3歳　約
155人

各園で実
施
【参加者
数】
5歳　約
170人
【参加者
数】
4歳　約
160人
【参加者
数】
3歳　約
165人

3
計画通り、各園で
子供たちを主体に
実施できた。

10 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
保育所給食試
食事業

保護者参観時など
に保護者に保育所
で食べている給食
を試食してもら
い、家庭での食事
の参考にしてもら
う。

● ●
保育支
援課

－ － 未定

保育参観の形態の
変化により、給食
参観の時間がとり
づらくなってお
り、実施を希望す
る園がなかった。

9



宇治市健康づくり・食育推進計画（第２次）に係る行政の取組
R7年度 福祉こども部（10/32）
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内容

対象者

令和6年度
実績

令和7年度
実績

担当課No. 事業名 事業概要 令和8年度
事業予定

令和7年度評価重点課題 健康づくり

11 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
保護者啓発事
業

保育士による行事
食の啓発や、食
育・お弁当だより
の発行、給食の展
示などにより、行
事食がもつ意味や
朝食摂取の大切
さ・バランス食な
ど乳幼児の食事の
在り方について伝
える。

● ●
保育支
援課

各園（7
園）
行事食の
啓発：8回
食育・お
弁当だよ
りの発
行：3回
【参加者
数】
児童約830
人の保護
者

各園（7
園）
行事食の
啓発：8回
食育・お
弁当だよ
りの発
行：3回
【参加者
数】
児童約800
人の保護
者

各園（7
園）
行事食の
啓発：8回
食育・お
弁当だよ
りの発
行：3回
【参加者
数】
児童約790
人の保護
者

3
計画通り、実施で
きた。

12 ● ● ●
給食献立委員
会

保育士・調理職
員・保育支援課関
係職員により構成
し、献立検討情報
提供や調査研究を
行う。

●
保育支
援課

年6回
【参加者
数】14人

年6回
【参加者
数】14人

年6回
【参加者
数】14人

3
計画通り、実施で
きた。

13 ●

宇治市妊婦歯
科治療助成事
業費

（対象者）
宇治市妊婦歯科健
診を受けた妊婦
（概要）歯科治療
費の2分の1（上限1
万円）を助成

●
保健推
進課

-

令和7年4
月1日開始

助成件数
38件

継続実施 3

妊婦の歯科治療を
助成することによ
り、妊婦の経済的
支援とあわせて、
母子の健康を維持
を図ることができ
ている。

14 ● ● ● 産後ケア事業

産後に支援を必要
とする産婦及び乳
児に対して、助産
師等専門職により
育児の支援その他
母子の健康の維持
及び増進に必要な
支援を行う。

● ● ● ● ●
保健推
進課

利用実人
数138人
・宿泊型
32人
・訪問型
（助産
師）46人
・訪問型
（介護福
祉士）37
人
・日帰り
型　84人

利用実人
数142人
・宿泊型
33人
・訪問型
（助産
師）59人
・訪問型
（介護福
祉士）42
人
・日帰り
型　92人

継続実施 3

親子健康手帳交付
時から支援を必要
とする人を把握し
て利用を促し、子
育てに対する負担
感や不安の軽減を
図ることができて
いる。

15 ●
妊産婦健康診
査事業

健やかな母体と胎
児の保健管理の向
上を図るため、受
診券を交付し、妊
婦の経済的負担の
軽減や、妊娠・出
産期に支障を及ぼ
す疾病の早期発
見・早期治療を推
進する。

●
保健推
進課

親子健康
手帳交付
件数
1,019人
（含再発
行）

親子健康
手帳交付
件数
1,011人
（含再発
行）

継続実施 3

親子健康手帳の交
付と合わせて妊産
婦健診の受診券を
交付しており、経
済的負担の軽減、
妊娠・出産期にお
ける疾病の早期発
見・早期治療、産
後初期における母
子への支援につな
がっている。

10



宇治市健康づくり・食育推進計画（第２次）に係る行政の取組
R7年度 福祉こども部（11/32）
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価

内容

対象者

令和6年度
実績

令和7年度
実績

担当課No. 事業名 事業概要 令和8年度
事業予定

令和7年度評価重点課題 健康づくり

16 ●
妊娠・産後支
援事業

妊娠期から子育て
まで、切れ目ない
サポートを行い、
不安や困りごと等
の軽減・孤立感の
解消を図る。
①妊婦訪問
②パパママ教室
  a)妊婦さんの交
流会
  b)プレママの食
事
  c)パパとママの
沐浴・お世話体験
③ほっこり育児相
談会

● ● ● ●
保健推
進課

①随時
②
a)年間11
回32人
b)年間11
回37人
※調理実
習はせず
レシピを
紹介
c)年間15
回319人
③年間11
回82人
④年間12

①随時
②
a)年間11
回32人
b)年間11
回23人
c)年間14
回268人
③年間11
回80人
④年間15
回364人

継続実施 3

親子健康手帳交付
時から支援を必要
とする人を把握し
て利用を促進し、
教室に参加した市
民や相談してくる
市民に対して個々
の生活に合わせた
栄養指導を行っ
た。子育てに対す
る負担感や不安の
軽減を図ることが
できた。

17 ●
新生児訪問事
業

生後間もない産婦
と新生児を対象
に、希望者に対し
て、先天性異常の
早期発見と育児不
安の軽減を目的と
して、保健師が家
庭に出向き、個々
の状況に応じて養
育上必要な育児指
導や相談を行う。

● ● ●
保健推
進課

737人 761人 継続実施 3

母子の状況を実際
に見ることによっ
て現状にあった指
導や相談ができ
た。

18 ●
未熟児訪問指
導事業

正常な新生児にく
らべ発達が十分で
ない未熟児の健や
かな成長と養育す
る保護者の支援の
ための訪問指導を
行う。

● ● ●
保健推
進課

75人 83人 継続実施 3

連携する医療機関
も増加してきてお
り、適切な時期に
支援ができるよう
になってきてい
る。

19 ● ● ●
乳児家庭全戸
訪問事業

生後4か月になるま
での乳児がいる家
庭を対象に訪問
し、子育てに関す
る悩みや不安を聴
き、子育て支援に
関する情報提供を
行うとともに、乳
児及びその保護者
の心身の状況や養
育環境等の把握を
行い、支援が必要
な家庭に対して、
適切なサービスの
提供につなげる。

● ● ●
保健推
進課

47人 26人 継続実施 3

新生児未熟児訪問
等で把握できな
かった乳児のいる
家庭を訪問し、子
育てに必要な情報
提供を行い、子育
ての孤立化を防ぐ
ことができた。

20 ● ● ● 3か月児健診

乳幼児初期に、先
天的あるいは周産
期・新生児期に何
らかの原因で起
こった身体・精神
面の疾病・異常等
を早期に発見する
ことにより、適切
な指導を行い、乳
児期の健全な成長
発達を図ること及
び育児支援を目的
としている。

●
保健推
進課

年間29回
918人

年間32回
956人

継続実施 3

児の成長に合わせ
た、乳幼児の健康
保持・増進・疾患
の早期発見・親へ
の育児支援を行う
ことができてい
る。
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宇治市健康づくり・食育推進計画（第２次）に係る行政の取組
R7年度 福祉こども部（12/32）
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対象者
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令和7年度
実績

担当課No. 事業名 事業概要 令和8年度
事業予定

令和7年度評価重点課題 健康づくり

21 ● ● ● 10か月児健診

乳幼児後期に①疾
病又は異常（疑い
を含む）の発見、
②運動・精神機能
の発達状態を把握
し、適切な指導を
行う。③保護者の
相談に応じ、育児
指導・事故防止・
栄養指導等を行
い、乳児の健やか
な成長を援助する
ことを目的とす
る。

●
保健推
進課

970人 910人 継続実施 3

児の成長に合わせ
た、乳幼児の健康
保持・増進・疾患
の早期発見・親へ
の育児支援を行う
ことができてい
る。

22 ● ● ●
1歳8か月児健
診

乳幼児早期に、運
動機能、視・聴覚
等の障害、精神遅
滞等の障害を持っ
た子どもを発見
し、適切な指導を
行い、幼児の健康
の保持・増進を図
るものとして実施
している。

●
保健推
進課

年間32回
1,025人

年間28回
970人

継続実施 3

児の成長に合わせ
た、乳幼児の健康
保持・増進・疾患
の早期発見・親へ
の育児支援を行う
ことができてい
る。

23 ● ● ●
3歳児健康診
査

3 歳児における幼
児期の発育状況を
多面的に検査し、
総合的に判断する
場を保障すること
で、児の異常の早
期発見・早期対応
（虐待を含む）に
努め、保護者の育
児不安解消を図
り、もって幼児の
健康の保持増進・
健全育成に資する
ものとして実施す
る。

●
保健推
進課

年間32回
1,159人

年間36回
1,098人

継続実施 3

児の成長に合わせ
た、乳幼児の健康
保持・増進・疾患
の早期発見・親へ
の育児支援を行う
ことができてい
る。

24 ● ● ● ●
絵本ふれあい
事業

絵本を通して親子
のふれあいを豊か
に、子育てが楽し
くなるようなきっ
かけづくりを行う
ため、妊娠期に
リーフレットと3か
月児健診時に「お
すすめ絵本リス
ト」を配付してい
る。

●
保健推
進課

3か月児健
診：年間
29回918人

妊娠期は
随
時:1,054
人（転入
妊婦含
む）

3か月児健
診：年間
32回956人

妊娠期は
随時

継続実施 3

妊娠期から乳幼児
健診時まで、成長
に合わせて、絵本
を通した子どもと
のコミュニケー
ションの方法や意
義を伝えることが
できている

25 ● ● ● ●
妊婦歯科健康
診査事業

妊娠中の口腔の健
康状態を確保し、
健康な妊娠及び安
全な分娩と健康な
子の出生を支援す
るため、協力医療
機関に委託して実
施する。

●
保健推
進課

助成件数
337件

助成件数
397件

継続実施 3

妊娠中の口腔の健
康状態を診査し、
健康な妊娠・出産
を迎えてもらうこ
とができている。
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宇治市健康づくり・食育推進計画（第２次）に係る行政の取組
R7年度 福祉こども部（13/32）

食育

肥
満
の
減
少

が
ん
死
亡
の
減
少

高
血
圧
の
予
防

つ
な
が
り

栄
養
･
食
生
活

運
動
・
身
体
活
動

休
養
･
睡
眠

飲
酒

喫
煙

歯
・
口
腔

健
康
行
動

が
ん

循
環
器
病

糖
尿
病

生
活
機
能

社
会
環
境

食
育

妊
娠
・
出
産
期

乳
幼
児
期

少
年
期

青
年
期

壮
年
前
期

壮
年
後
期

高
齢
期

評
価

内容

対象者

令和6年度
実績
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担当課No. 事業名 事業概要 令和8年度
事業予定

令和7年度評価重点課題 健康づくり

26 ● ● ● ● 歯のひろば

う歯・歯周病予防
のための正しい知
識の普及・啓発を
図ることにより乳
幼児から高齢者ま
での歯の健康保持
の向上に寄与す
る。

● ● ● ● ● ●
保健推
進課

6月29日
（土）実
施　368人

6月28日
（土）実
施　246人

11月実施
予定

3

全年代層に対し
て、齲歯や歯周病
の予防に関する正
しい普及啓発を行
うことができた。

27 ●

新生児聴覚ス
クリーニング
検査事業

聴覚障害の有無を
早期に発見するた
めの新生児聴覚ス
クリーニング検査
の受診券を母子健
康手帳交付時に配
付する。

●
保健推
進課

受診件数
781件

受診件数
828件

継続実施 3

聴覚障害の有無の
早期発見や、要再
検の場合の支援な
どにつながってい
る。

28 ● ● ● 離乳食教室

離乳食の意義・進
め方などについて
調理実習を交えた
集団指導を行い、
子ともの食の自立
に向けた学習を行
う。（おもに、離
乳食の初期中期)

● ● ●
保健推
進課

年間12回
150人
※講話を
中心に実
施。調理
実習はせ
ずデモン
ストレー
ションの
み。

年間12回
144人

継続実施 3

講義や動画を通し
て、簡単な離乳食
の作り方や出汁の
とり方を伝えた。
離乳食を通じて、
保護者の健全な育
児力の支援ができ
ている。
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宇治市健康づくり・食育推進計画（第２次）に係る行政の取組
R7年度 健康長寿部（14/32）
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評
価

内容

1 ● ● ● ● ● ● ● ●

宇治市健康づ
くり・食育ア
ライアンス事
業

地域で個々に健康
づくり・食育活動
に取り組む団体同
士を結びつけ、団
体同士の交流を深
める新たなネット
ワーク「宇治市健
康づくり・食育ア
ライアンス　U-
CHA」を構築し、地
域での健康づく
り・食育活動を活
性化させる。

● ● ● ● ● ● ●

健康づ
くり推
進課

【加入団体
数】113団
体
【加入団体
同士のコラ
ボ回数】
17

【加入団体
数】125団
体
【加入団体
同士のコラ
ボ回数】
19

引き続き、
加入団体数
を増やし、
市内全域で
健康づく
り・食育の
推進を図る

3

加入団体数につい
ては年間目標であ
る10団体を上回る
加入があった。

2 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

食生活改善推
進員地区組織
活動支援事業

健康づくりや生活
習慣病予防を推進
するため、食生活
改善推進員「若葉
の会」と協力し
て、望ましい食生
活習慣の普及・啓
発を行う。

● ● ● ●

健康づ
くり推
進課

年間45回
（自主活動
回数）
【参加者
数】171人
（自主活動
参加会員
数）

年間38回
（自主活動
回数）
【参加者
数】146人
（自主活動
参加会員
数）

会員の状況
と活動内容
について、
会と相談し
ながら支援
を続けてい
く必要があ
る。

3

市民への食生活の
普及・啓発を行う
機会が増えたこと
により、広く市民
に生活習慣の普
及・啓発を行うこ
とができた。

3 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 健康相談事業

個人の健康面に関
する相談対応を行
うことにより、正
しい知識の普及・
健康不安の軽減・
自己の健康管理へ
の意識を高めるこ
とで、健康の保持
増進・生活習慣病
等の予防に資し、
健康寿命延伸を図
ることを目的に実
施する。（成人健
康相談等）

● ● ●

健康づ
くり推
進課

69回643人 96回754件

継続実施。
イベント等
各地域での
相談の機会
を確保す
る。

3
地域イベントの回
数が増えて等相談
件数が増加した

4 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

健康づくり事
業
・健康教育事
業
・食育サポー
ター講座
・出前講座
・地区組織支
援
・普及啓発事
業（イベント
出展・健康展
等）

運動習慣、食生活
の改善に向けた知
識の普及・啓発を
行い、健康への関
心を高め、市民が
自らが健康行動が
とれるようになる
ことを目的とす
る。それにより、
生活習慣病予防・
要介護状態予防に
よる健康寿命の延
伸を図る。

● ● ● ● ● ● ●

健康づ
くり推
進課

100回
2,870人

162回
4,185人

継続実施。
働き世代へ
の広報の強
化や、イベ
ントでの普
及啓発を行
う。

3

他課との連携や市
公式LINE・
Instagram等の活用
など広報を広げる
ことで講座の新規
参加者が増加。普
及啓発イベントの
回数増加に伴い参
加者も増加。

5 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

うじスマート
ウェルネス推
進事業
（健康データ
分析・地区診
断事業）

医療・介護・保健
等のデータを結合
して分析用ソフト
（LIFEDB）を活用
することで、地域
ごとの健康課題を
明確にする。ま
た、分析結果を活
用し、地域特性に
合わせた健康づく
りの推進を行う。

● ● ● ● ● ● ●

健康づ
くり推
進課

モデル地域
に選定した
槇島地域で
ワーク
ショップの
開催やイベ
ント出展を
行った。

モデル地域
の槇島地域
で健康イベ
ントの開催
やイベント
出展を行っ
た。

地域での顔
の見える関
係づくりを
継続し、引
き続き地域
にて活動を
行う。

2

分析結果を活用
し、地域特性に合
わせた事業につい
て地域とともに検
討することができ
た。

対象者 令和7年度評価

令和7年度
実績

担当課
令和6年度

実績
令和8年度
事業予定

No.

健康づくり重点課題

事業名 事業概要
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宇治市健康づくり・食育推進計画（第２次）に係る行政の取組
R7年度 健康長寿部（15/32）
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No.

健康づくり重点課題

事業名 事業概要

6 ● ● ●

うじスマート
ウェルネス推
進事業
（健康ウォー
キングアプリ
運用）

民間企業等と連携
した健康づくりの
一環として、民間
企業が有するス
マートフォン用
ウォーキングアプ
リケーションを活
用した健康づくり
のための市独自の
インセンティブ制
度を構築し、健康
づくりのきっかけ
をつくり、行動変
容を促す。

● ● ● ●

健康づ
くり推
進課

令和6年9月
～令和7年2
月アプリ運
用

令和7年9月
～令和8年2
月アプリ運
用
※歩数に加
えて、食
事、血圧、
体重等が記
録できる機
能を追加

引き続き令
和8月9月～
令和9年2月
末アプリ運
用予定

3

ウォーキングアプ
リを予定していた
期間で運用し、運
動習慣の動機づ
け、継続支援を提
供できた。

7 ● ● ● ●
（健増）訪問
指導事業

療養上の保健指導
が必要と認められ
る者の心身機能低
下の防止と健康の
保持増進を図るた
めに、保健師・看
護師・歯科衛生
士・理学療法士・
作業療法士等の専
門職が訪問し、
個々の状態に応じ
て生活指導を行
う。

● ●

健康づ
くり推
進課

実人数
2名
述べ人数
3名

実人数
1名
述人数
1名

継続実施。 2

ホームページや市
政だよりの掲載、
関係機関からの周
知などの広報を
行った。

8 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
健康づくり・
食育イベント

地域での健康づく
り・食育の活性化
を目的に、令和元
年度に新しく立ち
上げた「宇治市健
康づくり・食育ア
ライアンスU-CHA」
による主催イベン
ト。健康・食を
テーマとし、加入
団体によるブース
出展、ステージや
マルシェなど、体
験型のイベントを
開催。

● ● ● ● ● ● ●

健康づ
くり推
進課

12月22日
（日）生涯
学習セン
ター、産業
会館にて実
施【参加
者】延べ
1,400人

12月14日
（日）生涯
学習セン
ター、産業
会館にて実
施【参加
者】延べ
1,400人

12月13日
（日）総合
福祉会館、
産業会館に
て実施予定

3

参加団体数および
参加者延べ人数が
大幅に増加した。
会場の規模が限ら
れいてるため参加
団体の増加には上
限があるが、引き
続きより多くの市
民に参加してもら
えるように広報す
る。

9 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 食育関連事業

宇治市健康づくり
食育推進計画に基
づき他課及び関係
団体と連携し、幅
広い年齢層に食育
を広める。

● ● ● ● ● ● ●

健康づ
くり推
進課

①適塩ラン
チ提供(7,1
月)
②健康づく
り・食育ラ
ジオリレー
12回
③食育だよ
りの発行12
回

①適塩ラン
チ提供(1
月)
②健康づく
り・食育ラ
ジオリレー
12回
③食育だよ
りの発行12
回

食育に関す
る情報提供
をSNS等を
活用しなが
ら実施予定

3

塩の取り過ぎが身
体に及ぼす影響な
ど幅広い年齢層へ
食の情報を広めて
いる。引き続き広
報していく。

10 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

地域活性化事
業

宇治市健康づくり
食育推進計画に基
づいて健康食の調
理実習と講義を行
い、『自分の体や
生活に合わせた健
康づくりを実践
し、自己実現をめ
ざす人』＝“食育
サポーター”を養
成する。

● ● ● ●

健康づ
くり推
進課

【実施回
数】9回

【参加者
数】105人

【実施回
数】9回
【参加者
数】112人

【実施回
数】8回
調理動画作
成
（予定）

2

春夏秋冬4季実施で
きた。1回あたりの
参加者数は今年度
平均で12.4人（定
員12～16人）。日
常に即した内容に
するためコースを2
つに分け、より充
実した内容となっ
た。
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宇治市健康づくり・食育推進計画（第２次）に係る行政の取組
R7年度 健康長寿部（16/32）
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事業名 事業概要

11 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
食生活改善推
進員養成講座

本市において、地
域での食生活の改
善を中心とした健
康づくりを推進
し、子どもから大
人を含めた食育を
進めるため食生活
改善推進員を養成
する。

● ● ● ●

健康づ
くり推
進課

-

【受講者
数】18人
【入会者
数】14人

- 2

本市における食生
活改善推進員の目
標数は未達成であ
り、定期的に実施
する必要がある。
また、修了生の若
葉の会への定着が
課題であり、若葉
の会と連携しなが
ら支援していく必
要がある。

12 ● ● ● ● ● ● ●

適塩推進事業
（１）普及啓
発

適塩の推進を見え
る化し、市民に減
塩の推進を普及啓
発する。

● ● ● ● ● ● ●

健康づ
くり推
進課

健康展や、
イベント等
で適塩に関
する普及啓
発を実施す
る。

11月の健康
展：テーマ
適塩　254
名参加

適塩をより
身近に感じ
るために
「適塩すご
ろく」を作
成予定。
イベント等
で野菜のコ
ツ集等を用
い、適塩に
関する普及
啓発を実
施。

3

イベント等で普及
啓発を行うことが
できた。また、普
及啓発媒体として
野菜のコツ集を作
成することができ
た。

13 ● ● ● ● ● ● ●
適塩推進事業
（２）教育

市民への適塩に対
する正しい知識を
普及するため、小
中学校や各種健康
教室での教育を実
施。

● ● ● ● ●

健康づ
くり推
進課

20～64歳対
象19+52=71
人
65歳以上対
象69人
中学生対象
64人
計204人

小学生向け
適塩講座
456人
中学市向け
適塩講座72
人
市民対象適
塩講座
117人
計645人

小学生、中
学生、市民
向け講座を
幅広く実施
する

3

小学生向け講座を
多くの学校で実施
することができ
た。今後は幅広く
適塩について啓発
していくため、改
めて事業について
広める。

14 ● ● ● ● ● ● ●

適塩推進事業
（３）社会環
境の整備

市民にとって身近
な飲食店やスー
パー等の環境を整
備し、減塩に取り
組みやすい仕組み
を作る。

①市役所食堂での
適塩食の販売
②アル・プラザ宇
治東クッキングサ
ポートコーナーに
て適塩レシピの啓
発（試食提供）

● ● ● ● ● ● ●

健康づ
くり推
進課

①7月と1月
に実施
79食＋70食
=149食

①1月実施
57食
②レシピ配
布数630枚
＋236枚
=866枚

①1月実施
予定
②4～12月
毎月第３火
曜日実施予
定

3

市民へ気軽に実践
できる場づくりを
行い、適塩に取り
組みやすくしたが
実践できる情報提
供がさらに必要で
ある

15 ●
食中毒予防研
修会

基本的な食品の取
扱いや食中毒予防
のための基本的知
識を習得し、日頃
から食中毒予防に
ついて実践できる
よう、講義や講習
を実施。(市職員を
対象)

● ● ● ●

健康づ
くり推
進課

6月25日
（火）8階
大会議室に
て実施

6月25日
（水）8階
大会議室に
て実施

6月25日
（木）安心
館3階ホー
ルにて実施
予定

3

関係各課の参加が
はかれるよう、周
知を行い実施する
ことができた。
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宇治市健康づくり・食育推進計画（第２次）に係る行政の取組
R7年度 健康長寿部（17/32）
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健康づくり重点課題

事業名 事業概要

16 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
未来をつくる
食育推進事業

子育てにやさしい
まち実現プロジェ
クトにおける子育
ち支援環境の充実
のために地域での
食育活動のための
補助金を支援する

● ● ● ●

健康づ
くり推
進課

（小倉、木
幡・黄檗エ
リア実施）
事業の考え
方に基づ
き、地域で
の食育活動
のための補
助金を支援
する
補助事業13
件

市内全域展
開を行っ
た。
補助事業
12件

健康課題等
を含めた食
育事業の展
開等幅広い
事業展開が
できるよう
にする

3

食育の課題に対応
した事業に対して
補助を行うことで
幅広い食育事業者
とつながることが
できた。

17 ● ● ●
健康診査(生
保)

生活保護世帯等の
方を対象に特定健
診と同等の健診を
実施する。

● ● ●

健康づ
くり推
進課

受診者数：
330人　受
診率：
15.7％

受診者数：
323人　受
診率：
15.6％

昨年度同
様、対象者
全員に受診
票を配布す
る。

2

対象者全員に受診
票を配布し、周知
を図ることができ
た。

18 ● ● ● 胃がん検診

胃がんの早期発
見・早期治療を行
い、胃がんによる
死亡率を減少させ
ることを目的に検
診を実施する。

● ● ●

健康づ
くり推
進課

受診者数：
3,811人
受診率：
5.2%
※人間ドッ
ク受診者含
む

受診者数：
3,534人
受診率：
5.5%
※人間ドッ
ク受診者含
む

50歳以上に
胃内視鏡検
査もしくは
胃部Ｘ線検
査を2年に1
回実施。個
別勧奨（50
歳）通知予
定。

2

胃内視鏡検査の導
入により早期がん
の発見につながっ
ている

19 ● ● ● 肺がん検診

肺がんの早期発
見・早期治療を行
い、肺がんによる
死亡率を減少させ
ることを目的に検
診を実施する。

● ● ●

健康づ
くり推
進課

受診者数：
5,609人
受診率：
3.4％
※人間ドッ
ク受診者含
む

受診者数：
5,728人
受診率：
3.6％
※人間ドッ
ク受診者含
む

40歳以上に
胸部Ｘ線検
査を実施。
広報誌にて
周知予定。
個別勧奨
（50歳）通
知予定。

2

周知啓発の強化と
実施回数の増回に
より受診率は増加
傾向にある

20 ● ● ● 大腸がん検診

大腸がんの早期発
見・早期治療を行
い、大腸がんによ
る死亡率を減少さ
せることを目的に
検診を実施する。

● ● ●

健康づ
くり推
進課

受診者数：
11,273人
受診率：
5.3%
※人間ドッ
ク受診者含
む

受診者数：
11,337人
受診率：
5.0%
※人間ドッ
ク受診者含
む

国保加入者
に対して受
診勧奨通知
を送付。４
０歳、５０
歳、60歳に
は肝炎ウイ
ルス個別勧
奨通知に大
腸がん検診
リーフレッ
トを同封。

2

国保加入者に対し
て受診勧奨通知を
送付し、周知を図
ることができた。
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宇治市健康づくり・食育推進計画（第２次）に係る行政の取組
R7年度 健康長寿部（18/32）
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21 ● ● ● 乳がん検診

乳がんの早期発
見・早期治療を行
い、乳がんによる
死亡率を減少させ
ることを目的に検
診を実施する。

● ● ●

健康づ
くり推
進課

受診者数：
3,769人
受診率：
15.7%

受診者数：
3,399人
受診率：
15.8%

国保加入者
に対して受
診勧奨通知
を送付
国保加入者
以外の者
(一部)への
個別勧奨の
送付を継続

2

国保加入者に対し
て受診勧奨通知、
国保加入者以外の
者(一部)への個別
勧奨を送付するこ
とで周知を図るこ
とができた。

22 ● ● ●
子宮頸がん検
診

子宮頸がんの早期
発見・早期治療を
行い、子宮頸がん
による死亡率を減
少させることを目
的に検診を実施す
る。

● ● ● ●

健康づ
くり推
進課

受診者数：
4,530人
受診率：
12.9%
※人間ドッ
ク受診者含
む

受診者数：
4,094人
受診率：
12.7%
※人間ドッ
ク受診者含
む

国保加入者
に対して受
診勧奨通知
を送付
国保加入者
以外の者
(一部)への
個別勧奨の
送付を継続

2

国保加入者に対し
て受診勧奨通知、
国保加入者以外の
者(一部)への個別
勧奨を送付するこ
とで周知を図るこ
とができた。

23 ● ● ●
前立腺がん検
診

前立腺がんの早期
発見・早期治療を
行い、前立腺がん
による死亡率を減
少させることを目
的に検診を実施す
る。

● ●

健康づ
くり推
進課

受診者数：
1,774人

受診者数：
1,725人

国保加入者
に対して受
診勧奨通知
を送付

2

国保加入者に対し
て受診勧奨通知を
送付し、周知を図
ることができた。

24 ●
肝炎ウィルス
検診

市民に、肝炎ウィ
ルスに関する正し
い知識を普及させ
るとともに、住民
が自身の肝炎ウィ
ルス感染の状況を
認識し、必要に応
じて保健指導等を
受け、医療機関に
受診することによ
り、肝炎による健
康障害を回避し、
症状を軽減し進行
を遅延させること
を目的とする。

● ● ●

健康づ
くり推
進課

受診者数：
1,204人

受診者数：
1,090人

例年と同様
に実施
40歳、50
歳、60歳の
人に個別勧
奨通知を送
付

2

40歳、50歳、60歳
の人に個別勧奨通
知を送付し、周知
を図ることができ
た。

25 ● 結核検診
結核の早期発見・
早期治療の為、検
診を実施する。

●

健康づ
くり推
進課

受診者数：
2,646人

受診者数：
2,826人

65歳以上に
肺がん検診
と同時実
施。

2

肺がん検診の受診
者数増加と高齢者
の増加に伴い、結
核検診の受診者数
も増加傾向にある
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宇治市健康づくり・食育推進計画（第２次）に係る行政の取組
R7年度 健康長寿部（19/32）
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事業名 事業概要

26 ● ● 成人歯科健診

成人期の歯周疾患
を予防、早期発見
し、生涯自分の歯
で摂食行動がで
き、高齢期でも、
生活の質を維持し
豊かな日常生活が
送れるよう実施す
る。また、健診結
果に基づき適切な
口腔に対する保健
指導を行い、口腔
衛生の向上を図る
事を目的とする。

● ● ● ●

健康づ
くり推
進課

受診者数：
267人　受
診率：
2.1％

受診者数：
196人　受
診率：
1.5％

20、30、
40、45、
50、55、
60、65、70
歳の市民を
対象に個別
検診として
実施。20、
40、50、60
歳の人には
個別勧奨通
知を実施。

2

40歳、50歳、60歳
の人には肝炎ウイ
ルス個別勧奨通知
に歯科健診チラシ
を同封した。

27 ● ● ● ● ● ●

宇治市後期高
齢者医療制度
半日人間ドッ
ク受診補助事
業

高齢者の健康管理
と疾病の予防、早
期発見、早期治療
を図ることを目的
として後期高齢者
医療制度被保険者
を対象に人間ドッ
クの受診料を助成
する。

●

健康づ
くり推
進課

受診者数：
366人

受診者数：
386人

例年と同様
に実施

2

例年と同様に実施
した。令和3年度の
制度変更後、受診
者数が減少した。

28 ● ● ●
健康診査事業
（後期）

高齢者の医療の確
保に関する法律に
規定される後期高
齢者のQOL（生活の
質、人生の質及び
生命の質）の確
保、介護予防及び
生活習慣病の早期
発見のため後期高
齢者医療被保険者
の健康診査事業を
行う。

●

健康づ
くり推
進課

受診者数：
11,053人

受診者数：
11,846人

例年と同様
に実施

2

例年と同様に実施
し、受診者数はコ
ロナ以前の水準に
回復した。被保険
者数の増加に伴
い、受診者数は微
増傾向である。

29 ●
後期高齢者歯
科健診

京都府後期高齢者
医療制度の被保険
者のQOL（生活の
質）の確保、口腔
機能低下及び肺炎
等の疾病予防につ
なげるため、歯・
歯肉の状態や口腔
清掃状態等を
チェックするため
に実施する。

●

健康づ
くり推
進課

受診者数：
37人

受診者数：
24人

例年と同様
に実施

2

後期高齢者医療制
度保険料通知に歯
科健診チラシを同
封した。

30 ● ● ● ● ●

宇治市国民健
康保険半日人
間ドック及び
脳ドック受診
補助事業

35歳以上75歳未満
の被保険者を対象
に、疾病の早期発
見・治療により、
健康管理に対する
自覚を深めて医療
費の適正化を図る
ことを目的とし
て、半日人間ドッ
ク・脳ドックの健
診料の7割を補助す
る。

● ● ●

健康づ
くり推
進課

受診者数：
人間ドック
1,653人、
脳ドック
706人

R6と同様に
実施。
受診者数：
人間ドック
1,599人、
脳ドック
662人

例年と同様
に実施

2

令和7年度の受診者
数は、被保険者数
の減少に伴い微減
した。Web申請は4
年目で利用が定着
し、一斉受付で
1,327人の利用が
あった。
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宇治市健康づくり・食育推進計画（第２次）に係る行政の取組
R7年度 健康長寿部（20/32）
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事業名 事業概要

31 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 特定健診

第4期特定健康診査
など実施計画（令
和6年度～令和11年
度）に基づき、生
活習慣病の予防、
特にメタボリック
シンドローム（内
臓脂肪症候群）に
着目した特定健診
を実施する。

● ● ●

健康づ
くり推
進課

①特定健診
受診実施件
数
8,276件
②特定健診
未受診者対
策を拡充し
て実施

①特定健診
受診実施件
数
8,038件
②特定健診
未受診者対
策を実施

引き続き受
診率向上に
努める

2

昨年に引き続き、
特定健診の受診率
向上を図るため、
ナッジ理論を用い
た対象者別の勧奨
通知とし、内容を
改めた封書通知を
送付した。

32 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 特定保健指導

令和6年度より第4
期（平成30年度～
平成35年度は第3
期）の実施計画に
基づき、生活習慣
病の予防、特にメ
タボリックシンド
ローム（内臓脂肪
症候群）に着目し
た特定保健指導を
実施する。

● ● ●

健康づ
くり推
進課

①特定保健
指導実施件
数
177件(R7.3
月末時点の
初回終了
者）
②医療機
関・ICT型
市直営での
特定保健指
導を第4期
に基づき実
施
③特定保健
指導未利用

①特定保健
指導実施件
数
170件(R8.3
月末時点の
初回終了
者）
②医療機
関・ICT
型・市直営
での特定保
健指導を第
4期に基づ
き実施
③特定保健
指導未利用

引き続き特
定保健指導
未利用者対
策を強化し
て実施。

2

・特定保健指導実
施件数が減少し
た。
・ＩＣＴ型特定保
健指導の利用者が
特に少ない。

33 ● ● ●
胃がんリスク
（ABC)検診

胃がんリスクの早
期把握を図り、必
要な者に胃内視鏡
検査を勧奨するこ
とで、将来の胃が
んの発症リスクを
予防する。

● ●

健康づ
くり推
進課

受診者数：
2,031人

受診者数：
1,208人

30歳、35
歳、40歳の
人に実施
（受診要件
あり）

2

30歳、35歳、40～
49歳の人に個別勧
奨通知を送付し、
周知を図ることが
できた。

34 ● ●
老人クラブ助
成金

高齢者の生きがい
づくりと社会参加
を促進するため、
老人クラブの活動
に対して助成を行
う。

● ●

長寿生
きがい
課

クラブ数
49
会員数
1,898人

クラブ数
44
会員数
1,808人

老人クラブ
が自主的に
教養講座・
レクリエー
ション・社
会奉仕・ス
ポーツ等の
年間を通じ
て恒常的か
つ計画的な
活動を行う
予定

2
クラブ数、会員数
が減少傾向にあ
る。

35 ● ● ●
健康長寿フェ
ス

高齢者が住み慣れ
た地域で健康でい
きいきと暮らして
いくために、「健
康長寿」をキー
ワードに、シンポ
ジウムやパネル展
示などによる地域
活動の紹介を通じ
て、これからの地
域づくりを考える
イベント（２８年
度事業開始）

●

長寿生
きがい
課

令和7年2月
24日（月）
開催
参加者
300名

令和8年2月
21日（土）
開催
参加者400
名

令和9年2月
27日（土）
開催予定

2

地域で活動する団
体の発表や体験
コーナーを充実さ
せたことで参加者
は昨年より増加し
た。フェスで発表
してもらえる活動
団体を増やしてい
くことが課題であ
る。
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宇治市健康づくり・食育推進計画（第２次）に係る行政の取組
R7年度 健康長寿部（21/32）
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健康づくり重点課題

事業名 事業概要

36 ● ● ●

健康長寿サ
ポーター養成
講座

地域における支え
合い・助け合いの
仕組みを推進する
ため、高齢者等の
居場所づくりなど
日常生活をサポー
トする担い手を養
成する（２７年度
事業開始）

●

長寿生
きがい
課

実施回数2
回
令和6年度
末現在登録
者数:
283名

実施回数2
回
令和7年度
末現在登録
者数:
301名

2回開催予
定

3

地域開催も取り入
れ、あわせて20名
の登録、新たな通
いの場の開設に向
け担い手の養成を
進めている。

37 ● ●
認知症家族支
援プログラム

認知症の方を介護
されている方を対
象に、認知症につ
いての正しい知識
や介護方法等につ
いて伝え、参加者
交流を行い、介護
者の心身の安定を
図り継続した介護
ができるよう支援
している。

● ● ●

長寿生
きがい
課

実施回数6
回
実人数8人
延人数32人

実施回数6
回
実人数16人
延人数63人

6回開催予
定

3

認知症の人を介護
する家族が、認知
症について正しい
知識や介護方法等
を学び、また参加
者同士の交流から
心身の安定を得る
ことができてい
る。

38 ● ●

認知症家族支
援プログラム
OB会

認知症の方を介護
されている方を対
象に、介護者同士
の交流を行い、介
護者の心身の安定
を図り継続した介
護ができるよう支
援している。

● ● ●

長寿生
きがい
課

実施回数12
回
実人数 23
人
延人数 74
人

実施回数12
回
実人数 27
人
延人数 59
人

12回開催予
定

3

介護者同士のピア
カウンセリングの
機会として活用さ
れている。

39 ● ● ● ●
セルフパワリ
ハ

筋力向上や転倒予
防を目的に、機器
を活用したトレー
ニングを実施す
る。

●

長寿生
きがい
課

実施回数
275回
実人数
299人
延人数
10,311人

実施回数
276回
実人数
293人
延人数
10,882人

継続実施 3

参加者、延人数と
もに増加し自主的
な運動の場として
周知し実施するこ
とができた。

40 ● ● ● ●

パワリハト
レーニング教
室

筋力向上や転倒予
防を目的に、機器
を活用したトレー
ニングを実施す
る。送迎あり。

●

長寿生
きがい
課

実施回数
240回
実人数
178人
延人数
2,980人

実施回数
240回
実人数
177人
延人数
3,024人

継続実施 3

当教室卒業生がセ
ルフパワリハへ移
行しており、自主
的な運動の場に繋
がっている。
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宇治市健康づくり・食育推進計画（第２次）に係る行政の取組
R7年度 健康長寿部（22/32）

食育

肥
満
の
減
少

が
ん
死
亡
の
減
少

高
血
圧
の
予
防

つ
な
が
り

栄
養
･
食
生
活

運
動
・
身
体
活
動

休
養
･
睡
眠

飲
酒

喫
煙

歯
・
口
腔

健
康
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器
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社
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食
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少
年
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壮
年
前
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壮
年
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高
齢
期

評
価

内容

対象者 令和7年度評価

令和7年度
実績

担当課
令和6年度

実績
令和8年度
事業予定

No.

健康づくり重点課題

事業名 事業概要

41 ● ● ● ●
スロートレー
ニング教室

筋力向上を目的と
したトレーニング
（自重運動・スト
レッチ）を実施す
る。送迎あり。

●

長寿生
きがい
課

実施回数
240回
実人数
226人
延人数
3,688人

実施回数
240回
実人数
224人
延人数
3,696人

継続実施 3

体力に自信のない
人、フレイル状態
にある人も無理な
く運動を取り入れ
ることができる教
室として実施でき
た。

42 ● ● ● ●

はつらつト
レーニング教
室

運動機能、栄養改
善、口腔機能向
上、認知症予防を
複合的に組み入
れ、機能改善を図
る複合型教室を実
施する。また、教
室終了後も自主的
に介護予防の取り
組み（自主活動グ
ループ化等）を実
践できる内容で実
施する。

●

長寿生
きがい
課

実施回数
560回
実人数
409人
延人数
6,881人

実施回数
560回
実人数
416人
延人数
7,008人

継続実施 3

教室終了後の自主
グループが3団体立
ち上がり、運動の
継続・仲間づくり
に結びついてい
る。

43 ● ●
ボランティア
研修会

介護予防事業にか
かわるボランティ
アを対象に介護予
防の講義や実技を
行い、今後の活動
の継続に見守り等
の支援を行う。

●

長寿生
きがい
課

実施回数
5回
実人数
107人
延人数
110人
新規ボラン
ティア登録
2人

実施回数
5回
実人数
101人
延人数
119人
新規ボラン
ティア登録
3人

継続実施 3

研修内容を地域に
持ち帰って実施し
やすい内容にした
ため、参加者の満
足度が高く、内容
をグループ活動に
取り入れてもらえ
た。

44 ● ● ● ●
認知症予防教
室

認知症予防や介護
予防活動の継続を
目的に、脳活性化
訓練等を実施す
る。

●

長寿生
きがい
課

実施回数
160回
実人数
139人
延人数
2,415人

実施回数
160回
実人数
143人
延人数
2,400人

継続実施 2

参加者同士の交流
を通じて、自主グ
ループの立ち上げ
も支援している
が、今年度は立ち
上がりはなく、既
存のグループへの
紹介のみとなっ
た。

45 ● ● ● ●

幸齢者健康づ
くり教室
(R6～ 脳活性
化教室から名
称変更)

高齢期の健康管理
や認知症予防に関
する正しい知識や
技術の普及を行
う。また、各日常
生活圏域に会場を
設置し、参加者同
士の交流につなげ
て居住する地域で
継続して介護予防
に取り組めるよう
支援する。

●

長寿生
きがい
課

実施回数
192回
実人数
502人
延人数
3,279人

実施回数
192回
実人数
638人
延人数
3,770人

継続実施 3

地域に出向いて講
座を実施したとこ
ろ、自主グループ
が立ち上がった教
室があった。
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宇治市健康づくり・食育推進計画（第２次）に係る行政の取組
R7年度 健康長寿部（23/32）

食育

肥
満
の
減
少

が
ん
死
亡
の
減
少

高
血
圧
の
予
防

つ
な
が
り

栄
養
･
食
生
活

運
動
・
身
体
活
動

休
養
･
睡
眠

飲
酒

喫
煙

歯
・
口
腔

健
康
行
動

が
ん

循
環
器
病

糖
尿
病

生
活
機
能

社
会
環
境

食
育

妊
娠
・
出
産
期

乳
幼
児
期

少
年
期

青
年
期

壮
年
前
期

壮
年
後
期

高
齢
期

評
価

内容

対象者 令和7年度評価

令和7年度
実績

担当課
令和6年度

実績
令和8年度
事業予定

No.

健康づくり重点課題

事業名 事業概要

46 ● ● ● ●
B型リハビリ
教室

閉じこもり予防を
目的に、学区福祉
委員会の会員やボ
ランティアを中心
に地域参加型のリ
ハビリを実施す
る。

●

長寿生
きがい
課

実施回数
772回
実人数
146人
延人数
4,279人

実施回数
764回
実人数
155人
延人数
4,358人

継続実施 2

複数年続ける利用
者も多く、地域に
根ざした教室と
なっている。
利用者条件につい
て検討が必要。

47 ● ● ● ●

地域リハビリ
テーション活
動支援事業

地域団体などから
専門職派遣の要請
があった場合、専
門職の派遣を行
う。

● ●

長寿生
きがい
課

派遣延回
数：58回

派遣延回
数：83回

継続実施 2

利用は増えたが定
員が10人以上や週1
の活動と利用条件
が厳しいため、利
用条件について検
討が必要。
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宇治市健康づくり・食育推進計画（第２次）に係る行政の取組
R7年度 都市整備部（24/32）

食育

肥
満
の
減
少

が
ん
死
亡
の
減
少

高
血
圧
の
予
防

つ
な
が
り

栄
養
･
食
生
活

運
動
・
身
体
活
動

休
養
･
睡
眠

飲
酒

喫
煙

歯
・
口
腔

健
康
行
動

が
ん

循
環
器
病

糖
尿
病

生
活
機
能

社
会
環
境

食
育

妊
娠
・
出
産
期

乳
幼
児
期

少
年
期

青
年
期

壮
年
前
期

壮
年
後
期

高
齢
期

評
価

内容

1 ●
緑のウォーク
ラリー

毎年4月下旬に植物
公園と太陽が丘を
会場としてウォー
クラリーを行うと
共に様々なブース
を出店する。

● ● ● ● ● ● ●
公園緑
地課

4月29日開
催令和6年
度実績
1,949人

4月26日開
催令和7年
度実績
2,233人

4月25日開
催令和8年
度実績
2,604人

3

当日の入場者数も
増加しており、都
市緑化の普及啓発
を一定進めらるこ
とができた。ま
た、市民に緑化活
動に対する参加、
協力を得る一つの
契機に繋げられた
と考える。

2 ●
公園バリアフ
リー整備事業

市内全域における
既存の公園につい
て、バリアフリー
化及び遊具の更新
を行う。

● ● ●
公園緑
地課

遊具更新公
園数：6公
園
更新遊具
数：11基

遊具更新公
園数：4公
園
更新遊具
数：13基

継続実施予
定

3

計画通り、バリア
フリー化及び遊具
の更新を実施する
ことが出来た。

3 ●

体育館トレー
ニング室運営
事業

体育館トレーニン
グ室の効果的な利
用により市民の体
力や健康の増進を
図るため、インス
トラクターによる
トレーニング指導
を行い、個々の利
用者に適したト
レーニングを実施
する。

● ● ● ●
公園緑
地課

51,666人 51,947人
継続実施予
定

3

各種トレーニング
講座等の事業を拡
充させることで、
利用者を増加させ
ることができた。

令和7年度評価

担当課
令和6年度

実績
令和7年度

実績
令和8年度
事業予定

No. 事業名 事業概要

対象者重点課題 健康づくり
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宇治市健康づくり・食育推進計画（第２次）に係る行政の取組
R7年度 教育部（25/32）
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評
価

内容

1 ●
学校体育施設
開放事業

本市の社会体育の
普及・振興および
幼児・児童の安全
な遊び場の確保の
ために、学校教育
に支障のない範囲
で市民に広く開放
する。学校開放運
営委員会を設置
し、円滑な運営を
図る。

● ● ● ● ●
教育総
務課

前年度と
同様に実
施（使用
件数
17,466件
登録団体
数
359団体）

前年度と
同様に実
施

前年度と
同様に実
施

2

市民のスポーツ・
レクリエーション
等健康づくりの場
として学校施設を
有効に活用し、適
切に実施すること
ができた。

2 ● ● 給食運営事業

小学校における完
全給食を継続実施
し、学校給食の実
施目標である、適
切な栄養の摂取に
よる健康の保持増
進を図ること等の
達成に引き続き努
める。

●
学校管
理課

給食実施
回数
184回/年
児童数
8,268人

給食実施
回数
184回/年
児童数
8,026人

給食実施
回数
184回/年
児童数
7,823人

3

学校給食の実施目
標である、適切な
栄養の摂取による
健康の保持増進を
図ることができ
た。

3 ●
小学校心臓検
診

毎学年定期健診実
施項目における
「心臓の疾病及び
異常の有無」につ
いて、小学校1・4
年生を対象に心臓
検診を実施する。

●
学校管
理課

心臓検診
受診者数
2,732人

心臓検診
受診者数
2,628人

心臓検診
受診予定
者数
2,478人

3

小学校1・4年生を
対象に心臓検診を
実施することがで
きた。

4 ●
小学校保健管
理事業

学校保健及び学校
安全に関し、法令
に定める健康診断
の実施や、環境衛
生ならびに通学の
安全の確保に努
め、さらに充実を
図るとともに、学
校管理下における
事故災害に対する
給付を行う。

●
学校管
理課

児童数
8,268人

児童数
8,026人

児童数
7,823人

3

学校保健や学校安
全に関する事業を
適切に実施するこ
とができた。

5 ●
中学校心臓検
診

毎学年定期健診実
施項目における
「心臓の疾病及び
異常の有無」につ
いて、中学校1年生
を対象に心臓検診
を実施する。

●
学校管
理課

心臓検診
受診者数
1,424人

心臓検診
受診者数
1,332人

心臓検診
受診予定
者数
1,256人

3

中学校1年生を対
象に心臓検診を実
施することができ
た。

対象者

令和7年度
実績

担当課
令和6年度

実績
No. 事業名 事業概要 令和8年度

事業予定

令和7年度評価重点課題 健康づくり
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宇治市健康づくり・食育推進計画（第２次）に係る行政の取組
R7年度 教育部（26/32）
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対象者

令和7年度
実績

担当課
令和6年度

実績
No. 事業名 事業概要 令和8年度

事業予定

令和7年度評価重点課題 健康づくり

6 ●
中学校保健管
理事業

学校保健及び学校
安全に関し、法令
に定める健康診断
の実施や、環境衛
生ならびに通学の
安全の確保に努
め、さらに充実を
図るとともに、学
校管理下における
事故災害に対する
給付を行う。

●
学校管
理課

生徒数
4,312人

生徒数
4,172人

生徒数
4,030人

3

学校保健や学校安
全に関する事業を
適切に実施するこ
とができた。

7 ●
幼稚園保健管
理事業

学校保健及び学校
安全に関し、法令
に定める健康診断
の実施や、環境衛
生ならびに通園の
安全の確保に努
め、さらに充実を
図るとともに、学
校管理下における
事故災害に対する
給付を行う。

●
学校管
理課

園児数
85人

園児数
75人

園児数
61人

3

学校保健や学校安
全に関する事業を
適切に実施するこ
とができた。

8 ● フッ化物洗口

むし歯予防対策と
して、週1回のフッ
化物洗口を実施す
る。

●
学校管
理課

毎週1回
【参加者
数】6,142
人

毎週1回
【参加者
数】6,002
人

例年どお
り各校毎
週1回の実
施を予定

2

令和6年度と比較
すると実施率は上
がっているが、引
き続き周知等を行
うことで実施率を
上げたい。

9 ●
中学校昼食提
供

平成25年10月から
８校を追加し、市
内全中学校（10
校）で昼食提供を
実施。

●
学校管
理課

全日授業
日・昼食
時間
【参加者
数】
平均利用
率
0.6%

全日授業
日・昼食
時間
【参加者
数】
平均利用
率
0.8%

廃止 3

昼食の提供希望者
に対して、昼食の
提供をすることが
できた。

10 ● ●
小学校給食行
事献立

食に関する指導の
教材とするため計
画に即して献立を
作成し、引き続き
行事食を取り入れ
ることにより、食
文化に関心をもた
せたり、地元産物
の使用により 郷土
への理解を深める
よう努める。

●
学校管
理課

随時・給
食時間
【参加者
数】
8,268人

随時・給
食時間
【参加者
数】
8,026人

随時・給
食時間
【参加者
数】
7,823人

3

献立に行事食を取
り入れることによ
り、食文化に関心
をもたせたり、地
元産物の使用によ
り郷土への理解を
深めるよう努める
ことができた。
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宇治市健康づくり・食育推進計画（第２次）に係る行政の取組
R7年度 教育部（27/32）
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対象者

令和7年度
実績

担当課
令和6年度

実績
No. 事業名 事業概要 令和8年度

事業予定

令和7年度評価重点課題 健康づくり

11 ● ●
小学校給食食
育の日献立

食に関する指導の
教材とするため計
画に即して献立を
作成し、引き続き
月1回（毎月19日）
を食育の日として
特別献立を実施す
る。

●
学校管
理課

随時・給
食時間
【参加者
数】
8,268人

随時・給
食時間
【参加者
数】
8,026人

随時・給
食時間
【参加者
数】
7,823人

3

月1回（毎月19
日）を食育の日と
して特別献立を実
施することができ
た。

12 ● ●

総合野外活動
センター管理
運営事業

「自然とのふれあ
い、自然のなかで
の交流」をテーマ
に、青少年をはじ
め、すべての市民
が利用できる総合
的な野外活動施
設、総合野外活動
センター「アクト
パル宇治」の施設
管理運営をしてい
る。

● ● ● ● ● ● ●
生涯学
習課

日帰り・
宿泊での
利用者数
96,868人

日帰り・
宿泊での
利用者数
96,163人

Web予約シ
ステムの
導入な
ど、サー
ビスの向
上に努
め、集客
数の増加
を図る。

2

コロナ禍は大幅に
利用者数が減少し
たが、令和6年度
に利用者集はコロ
ナ前の水準まで回
復し、令和7年度
についても同水準
を保った。

13 ● ● ●

市民まなびの
集い（宇治ま
なびんぐ）

生涯学習に取り組
んでいる市民の日
常活動の発表と交
流を図るととも
に、市民の生涯学
習への意欲を高
め、学習活動への
参加を促進するこ
とを目的に、実行
委員会を組織して
開催する。

● ● ● ● ● ● ●
生涯学
習課

開催期間2
日
37団体・
個人が出
展
参加延べ
人数752人

開催期間2
日
38団体・
個人が出
展
参加延べ
人数743人

開催期間2
日
約40団
体・個人
が出展予
定
参加延べ
人数約
1,000人の
予定

2

実行委員、事務局
双方が協力し合
い、当日の運営が
円滑に進められ
た。参加者数が少
し伸び悩んだた
め、広報に力を入
れていきたい。

14 ● ● ●

夏休み子ども
★わくわく
フェア

夏休み子ども★わ
くわくフェアは、
リピーターとして
毎年参加してくれ
る小学生もおり、
調理実習のコー
ナーも、毎年多く
の応募をいただい
ている。平成29年
度以降も小学生が
料理する喜びを感
じられる機会とし
て継続して夏休み
に開催し、調理実
習のコーナーを出
展してもらう。

●
生涯学
習課

【実施回
数】1回
【参加者
数】16人
全体参加
人数　909
人

【実施回
数】1回
【参加者
数】16人
全体参加
人数
1,052人

【実施予
定回数】1
回
【参加予
定者数】
16人

3

調理を伴うコー
ナーは１つのみ。
小学生を対象に夏
休みの朝食をテー
マに調理を実施し
た。

15 ● ●
減塩味噌づく
り講習会

市民団体が企画運
営して、生活習慣
病予防のため、作
り方を学び、健康
的な食生活を考
え、有用な健康食
作りを普及するた
めに実施する。

● ● ● ● ● ●

生涯学
習課
（宇治
公民
館）
（小倉
公民
館）

（宇治公
民館）
【実施回
数】2回
【参加者
数】各16
人
（小倉公
民館）
【実施回
数】3回
【参加者
数】各10
人

（宇治公
民館）
【実施回
数】2回
【参加者
数】各16
人
（小倉公
民館）
【実施回
数】3回
【参加者
数】各10
人

（宇治公
民館）
【実施予
定回数】2
回
【参加予
定者数】
各16人
（小倉公
民館）
【実施予
定回数】3
回
【参加予
定者数】
各10人

3

講習会参加費を
1,800円に統一。
麹等の値上がりに
より参加費をどう
するか、警報等に
より事業が中止の
場合のリスク管理
が課題である。定
員を増やしたり抽
選にしたりして、
より多くの市民に
参加してもらうこ
とができた。
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宇治市健康づくり・食育推進計画（第２次）に係る行政の取組
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実績
No. 事業名 事業概要 令和8年度

事業予定

令和7年度評価重点課題 健康づくり

16 ● ●

トマトケ
チャップ作り
講習会

市民団体が企画運
営して、生活習慣
病予防のため、作
り方を学び、健康
的な食生活を考
え、有用な健康食
作りを普及するた
めに実施する。

● ● ● ● ● ●

生涯学
習課
（宇治
公民
館）

【参加予
定者数】
16人

【参加予
定者数】
16人

【参加予
定者数】
16人

3

美味しく新鮮なト
マトを使用したケ
チャップ作りを学
び満足される参加
者が多かった。

17 ● ● ●

親子農業体験
教室

公民館サークルや
地域の人々と連携
して、さまざまな
体験を通して、心
豊かな人間性を育
むとともに、世代
間交流と地域との
連携を図る。

● ● ●

生涯学
習課
（小倉
公民
館）

【実施回
数】3回
【参加者
数】①54
人②48人
③54人

【実施回
数】3回
【参加者
数】①80
人②68人
③81人

【実施予
定回数】3
回
【参加予
定者数】
各回18組

3

大変人気で募集前
に今年度の募集予
定の問い合わせが
ある。親子で自然
にふれ、作物を作
る喜びを感じてい
ただくなど意義の
ある取り組みだと
考える。

18 ● ● ●
おぐらクッキ
ングクラブ

小学生を対象に、
自分で調理する喜
びを感じ、ものづ
くりの大切さを体
験するとともに、
食育の観点から行
事食についての理
解を深める。

● ● ●

生涯学
習課
（小倉
公民
館）

【実施回
数】5回
【参加者
数】①17
人②17人
③12人④
19人⑤中
止

【実施回
数】5回
【参加者
数】①19
人②15人
③17人④
20人⑤19
人

【実施予
定回数】5
回
【参加予
定者数】
各回20人

3

今年度は「世界の
食」シリーズで
あった。講師から
単にレシピだけで
なく、世界の多様
な食文化について
参加者は学んでい
た。食はそれぞれ
の国の気候・歴
史・地理条件等に
も影響を受けてい
ることなど、国際
理解につながる内
容であった。

19 ● ● ● ●

親と子の
ちょっとお
しゃれな木幡
倶楽部

市民団体が企画運
営して、パン作り
やお菓子作りを
し、親世代が子世
代に伝えるととも
に、親子の交流を
深める。

● ● ● ●

生涯学
習課
（木幡
公民
館）

【実施回
数】1回
【参加者
数】12人

【実施回
数】1回
【参加者
数】12人

【実施予
定回数】1
回
【参加予
定者数】
12組

3

人気が高く好評
だった、受付開始
すぐに定員になる
事業。
来年度も実施の方
向で考えたい。

20 ● ● ●

「作りません
か、手づくり
みそ」
塩分少なめの
みそ作り実習

無添加・低塩分の
味噌の作り方を学
ぶ。

● ● ● ● ● ●

生涯学
習課
（木幡
公民
館）

【実施回
数】2回
【参加者
数】①10
人②10人

【実施回
数】2回
【参加者
数】①10
人②10人

【実施予
定回数】2
回
【参加予
定者数】
各回10人

3

2回事業を実施し
たが、相変わらず
人気が高く、開始
から10分で募集は
終了した。
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No. 事業名 事業概要 令和8年度

事業予定

令和7年度評価重点課題 健康づくり

21 ● ●
子ども茶道教
室

子どもたちが茶道
のお点前を通じ
て、日本人として
の礼儀作法を体験
し学ぶ機会とする
とともに、お茶を
通して人と人との
交わりの大切さや
人を思いやる心、
人に感謝する心を
身につけることを
目的とする。

●

生涯学
習課
（広野
公民
館）

【実施回
数】8回
【参加者
数】延べ
70人（登
録13人）

【実施回
数】8回
【参加者
数】延べ
124人（登
録18人）

【実施予
定回数】8
回
【参加予
定者数】
120人（登
録15人）

2

連続受講者も増え
活発な講座運営で
あった。市立小学
校の総合的な学習
の時間で児童が学
んでいる「お茶」
との関係性、整合
性を検証する必要
がある。

22 ● ●
手づくりみそ
講習会

市民団体が企画運
営して、生活習慣
病予防のため、作
り方を学び、健康
的な食生活を考
え、有用な健康食
作りを普及するた
めに実施する。

● ● ● ● ● ●

生涯学
習課
（広野
公民
館）

【実施回
数】2回
【参加者
数】延べ
20人

【実施回
数】2回
【参加者
数】延べ
19人

【実施予
定回数】2
回
【参加予
定者数】
①10人②
10人

3

広野で３年目の開
催となり、今後定
着していくと思わ
れる。
申込み初日には定
員に達するという
気である。当日の
運営等スムーズで
あった。

23 ● ●
「食」に関す
る指導

食べ物に興味や関
心を持ち、献立や
食品名がわかり、
食習慣や生活習慣
と健康状態の関わ
りを知る。また、
栄養バランスを考
慮しながら献立を
考えることができ
る。
幼稚園教育要領・
学習指導要領に基
づき､生活の中に位
置づけて指導。

● ●
学校教
育課

給食や弁
当等昼食
指導を通
じて、ま
た教科や
領域の中
で指導

給食や弁
当等昼食
指導を通
じて、ま
た教科や
領域の中
で指導

給食等の
昼食指導
を通じ
て、また
教科や領
域の中で
指導予定

3
予定通り実施する
ことができた。

24 ● 保健学習

個人生活における
健康・安全に関す
る理解を通して、
生涯を通じて自ら
の健康を適切に管
理し、改善してい
く資質や能力を育
てる。
学習指導要領に基
づき､小学校１年～
中学校３年（全学
年）で学級活動で
学習。

●
学校教
育課

全校で実
施
（小学校
22校中22
校、中学
校10校中
10校）

全校で実
施予定
（小学校
22校中22
校、中学
校10校中
10校）

全校で実
施予定
（小学校
20校中20
校、中学
校10校中
10校）

3
予定通り実施する
ことができた。

25 ● ●
体育科・保健
体育科学習

健康でたくましい
心身や体力を養う
ためには、適度な
運動や休養、そし
て虫歯予防や喫煙
の害を理解し、
日々の生活で実践
が図れるようにす
る。
学習指導要領に基
づき､小学校３～６
年は体育科（保
健）で､中学校は保
健体育科で学習。

●
学校教
育課

全校で実
施
（小学校
22校中22
校、中学
校10校中
10校）

全校で実
施予定
（小学校
22校中22
校、中学
校10校中
10校）

全校で実
施予定
（小学校
20校中20
校、中学
校10校中
10校）

3
予定通り実施する
ことができた。
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令和7年度評価重点課題 健康づくり

26 ● ●

宇治市学校給
食研究会
夏季研究会

小学校における食
育に関する取組に
ついての実践報告
や講演会、および
社会や児童の実態
に応じた研究協議
や研修会。

●
学校教
育課

【参加者
数】150名
【実施回
数】１回
7月25日開
催

【参加者
数】150名
【実施回
数】１回
7月24日開
催

【参加者
数】150名
【実施回
数】１回
7月23日開
催予定

3
予定通り実施する
ことができた。

27 ● ●

食に関する指
導充実事業
(府教委指
定）

食に関する指導計
画に基づき、取組
の充実を図る。実
施期間中に食に関
する取組を報告
し、市立小中学校
の食育の普及を図
る。

●
学校教
育課

北槇島小
及び西小
倉小が指
定を受け
研究を推
進した。

槇島小及
び西小倉
小が指定
を受け研
究を推進
した予
定。

槇島小及
び木幡小
が指定を
受け研究
を推進す
る予定。

3

予定通り府教委と
連携し、研究を進
めることができ
た。

28 ● ●
食育に関する
取組状況調査

調査用紙を配布
し、本年度の食育
に関する取組を報
告する。（府の調
査）

●
学校教
育課

府の事業
や調査に
協力し、
食育に関
する取組
を推進し
た。

府の事業
や調査に
協力し、
食育に関
する取組
を推進し
た。

府の事業
や調査に
協力し、
食育に関
する取組
を推進す
る予定。

3
予定通り実施する
ことができた。

29 ● ●
ふれあい教育
相談

小中学生とその保
護者を対象に、不
登校、いじめ、学
習、学校生活など
の「悩み」に対応
し、「教育委員
会」に電話するこ
とに躊躇される小
中学生やその保護
者を対象に相談し
やすい体制とす
る。電話に加え、E
メールでも相談で
きる。

● ●
教育支
援課

ふれあい
教育相談
は学校教
育課と教
育支援課
内での電
話相談と
Ｅメール
としてい
る。

ふれあい
教育相談
は学校教
育課と教
育支援課
内での電
話相談と
Ｅメール
としてい
る。

今年度も
昨年度に
引き続
き、電話
相談とＥ
メールで
の対応予
定。

2

学習や家庭教育、
学校における活動
に関することは学
校教育課で、いじ
め・不登校・子ど
もの行動で気にな
ることは教育支援
課で相談を受け
た。

30 ● ●

心と学びの
パートナー派
遣事業

生徒の悩み相談・
話し相手として生
徒が身近に感じる
大学（院）生、教
員志望者等の若い
世代、若しくは教
職経験者などの相
談員を中学校に配
置することによ
り、不登校や問題
行動の未然防止を
図る。

●
教育支
援課

6中学校に
配置

相談　951
人

6中学校に
配置

相談
2,225人

引き続
き、心の
居場所サ
ポーター
（京都府
事業の既
存配置
校）の配
置のない6
中学校に
配置す
る。

3

生徒が悩みを気軽
に相談できる若い
世代等の相談員を
配置し、関係機関
等と連携しながら
問題行動及び不登
校の未然防止を
図った。
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対象者

令和7年度
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担当課
令和6年度

実績
No. 事業名 事業概要 令和8年度

事業予定

令和7年度評価重点課題 健康づくり

31 ● ●

不登校児童生
徒自立支援教
室（～H29ま
で適応指導教
室運営事業）

心理的な要因等で
学校に行くことが
出来ない児童・生
徒の「心の居場
所」として、不登
校児童生徒自立支
援教室で過ごすこ
とにより学校復帰
を支援し、一人一
人の社会的自立に
向けて支援を行
う。

●
教育支
援課

通所　30
人
学校復帰
8人

通所　31
人
学校復帰
6人

不登校児
童生徒支
援事業と
一体的な
運営を行
う。

2

不登校児童生徒自
立支援教室での支
援・指導を通じ、
不登校の児童生徒
の学校生活及び社
会生活への復帰、
社会的自立に向け
ての支援を図っ
た。

32 ● ●
不登校児童生
徒支援事業

学校への支援及び
不登校児童生徒や
その家庭への直接
支援をとおして、
不登校児童生徒の
社会的自立に向け
た支援を行う。

●
教育支
援課

7ケースを
支援

4ケースを
支援

不登校児
童生徒自
立支援教
室と一体
的な運営
を行う。

3

複雑な不登校問題
に対し、児童生徒
や家庭への支援を
コーディネーター
を中心として行う
とともに、福祉部
局との連携を図る
中で社会的な自立
に向けて組織的に
取り組んだ。

33 ● ● ●

大久保青少年
センター活動
事業

青少年を対象とし
た体験活動、文
化・スポーツ活動
事業などを実施す
ることにより、子
どもたちの健やか
な成長に努める。

●

大久保
青少年
セン
ター

参加者数
2,344人

参加者数
2,489人

参加者数
2,500人

3

各種の青少年健全
育成活動の実施に
より、子どもたち
の健やかな成長に
寄与することがで
きたが、令和６年
度と比較して参加
人数は増加してい
る。

34 ● ● ●
父の日料理教
室

小中学生を対象と
してパン作りを行
い、父の日のプレ
ゼントとして家族
に贈ることで、家
族の大切さや一人
ひとりが大切にさ
れる社会の実現に
ついて考える機会
とする

●

大久保
青少年
セン
ター

参加者数
10人

参加者数
10人

参加者数
10人

3

パン作りを通じて
青少年の食育にも
資する事業となっ
た。

35 ● ●

善法青少年セ
ンター活動事
業

青少年の教育・文
化の向上、健全育
成を目的に、学
習・文化活動、体
育・スポーツ・レ
クリエーション活
動などのセンター
事業を行う。

●

善法青
少年セ
ンター

参加者数
608人

参加者数
605人

参加者数
見込み
600人

3

ボッチャ・フット
サル等の教室開催
を通して、身体を
動かすことの楽し
さを意識付けする
ことができた。
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令和7年度評価重点課題 健康づくり

36 ● ● ● 料理教室

小中学生を対象
に、家庭での料理
する機会の創出や
食育を進めるため
に実施

●

善法青
少年セ
ンター

9月と2月
に実施
（計2回
各回20人
程度）

参加者数
9月 11人
1月 20人

年2回実施
予定

3

トマトのチーズ
ケーキ、チョコブ
ラウニー作りにつ
いて、うじ食育ボ
ランティア「こん
ぺいとう」に講師
を依頼し実施し
た。班の仲間と協
力し、楽しく料理
をすることができ
た

37 ● ●

河原青少年セ
ンター活動事
業

青少年を対象とし
た体験活動、文
化・スポーツ活動
事業などを実施す
ることにより、子
どもたちの健やか
な成長に努める。

●

河原青
少年セ
ンター

参加人数
2,000人

参加人数
2,000人

参加人数
2,000人

3

「親子スポーツ教
室」・「防災サバ
イバルキャンプ」
など子ども達に
とって魅力ある事
業を開催するとと
もに、センター
OB/OGの協力のも
と、「アウトドア
教室・食育推進事
業「たこ焼きから
学ぶ世界の食糧事
情」など子ども達
の健やかな成長に
寄与する事業を実
施した。
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